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少年期スポーツにおけるクラブと学校運動部の関係性に関する社会学的研究
J ユースクラブと高校サッカー部の意識形成の比較より
立木　宏樹
The relationship between youth sports clubs and extracurricular activities in school:
Comparison of consciousness formation between J youth club and a high school soccer club
　This study examines the relationship between extracurricular activities in school and a youth sports 
club. In an interview-based investigation, a high school coach expressed strong concern for the 
educational function of the school-based extracurricular activities. The J youth club also expressed 
consciousness of an educational function. In questionnaire responses, the J youth club players had 
high consciousness level for school-based extracurricular activities in three areas: acquisition of social 
skills, acquisition of attitudes and capabilities related to the government guidelines for teaching.
　The J youth club seems to be evolving towards broader outcomes supporting the educational 
function, such as learning developmental and social skills. In contrast, school-based extracurricular 
activities are evolving towards ‘game-oriented’ activities leading to abandonment and decline of the 
educational function. Thuse a reversal of roles between sports clubs and school-based extra curricular 
activities has begun.
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諸言
　近年、プロフェッショナルスポーツの隆盛や地域ス
ポーツ振興によって、少年期のスポーツ育成環境も大
きく変化しつつある。少年期におけるスポーツ育成の
中心的存在である学校運動部は、学校経営戦略のひと
つとして、スポーツ環境を整備し、特待生制度等によっ
て多くの選手を抱え肥大化する傾向と顧問教員の不足
や少子化による休・廃部等によって縮小化する傾向の
二極化が見受けられる。一方で、地域を基盤としたさ
まざまなスポーツクラブの増加がみられ、少年期のス
ポーツ環境は学校運動部と地域におけるスポーツクラ
ブの共存が進みつつある。特にサッカーにおいては、J
リーグの発足とともにユース（高校生年代）、ジュニア
ユース（中学生年代）といったレベルにおいて、プロチー
ムの下部組織が整備されるとともに、競技力育成を目
指す一貫指導環境の整備や指導者育成プログラムの充
実等によりさまざまなクラブチームが設立され、クラ
ブチームと学校サッカー部の共存が進んでいる。こう
した現状は、学校教育の一環という大前提に基づいた
学校サッカー部と個々のクラブによってさまざまな理
念を持つクラブチームによる「学校サッカー部育ち」
と「クラブ育ち」といったそれぞれの特徴を有した選
手を育成することにつながっていると考えられる。特
Hiroki TSUIKI
Abstract
九州保健福祉大学　社会福祉学部　スポーツ健康福祉学科　〒 882-8508　宮崎県延岡市吉野町 1714-1
Department of Health and Sports Welfare Service, School of Social Welfare, Kyushu University of Health and Welfare 
1714-1 Yoshino-machi, Nobeoka-shi, Miyazaki, 882-8508, Japan
14 九州保健福祉大学研究紀要　 15：13 ～ 22,　2014
に、高校年代においては、J クラブの下部組織（ユース）
はプロ予備軍、競技エリート、タレント育成としての
位置づけが強く、学校教育の範疇において教育の一環
として活動する高校サッカー部との差異が顕著にみら
れることが予見される。
　「学校運動部」と「クラブ」の選手における差異につ
いて、黒須は、民間テニスクラブのジュニア選手を対
象として「クラブ育ち」と「運動部育ち」の比較検討
を行い、「クラブ育ち」の選手は「運動部育ち」の選手
と比較して、自己本位であり、タテ意識、伝統主義を
軽視し、派手志向であり、手段主義に対して肯定的な
価値意識が強い傾向を示すことを明らかにしている（黒
須 1987:61-77 ）。また、松尾は、競技者養成の「場」
とハビトゥス形成について「場」の供給側の有する教
育戦略、象徴戦略について検討する中で、学校運動部
と民間スポーツクラブの比較を行い、両者の目的志向
性やスポーツ価値意識、及びスポーツ観について、ク
ラブ型は伝統主義に反対し、技術主義を肯定すること、
世俗内禁欲志向型―プロ志向が相対的に強いがゲーム
の本質は楽しむという意識であること、勝利志向では
なく努力や鍛錬、練習を肯定する傾向が強いことにつ
いて言及している。また、指導者への調査から、クラ
ブの指導者は、勝利志向―世俗内禁欲志向―プロ志向
といった図式によって構成されてはいるものの、教育
戦略のひとつとして、勝敗よりも全力をつくし、努力
し、楽しむことが強調され、努力志向―世俗内禁欲志
向―プロ志向という構図を選手に習得するよう仕向け
られていることを指摘している。さらに、学校運動部
の指導者は「教育の一環であること」を強調しており、
学校運動部における教育の理論を指摘している（松尾 
2001：569 － 586）。しかしながら、これらの研究は「ク
ラブ育ち」と「学校運動部育ち」の差異やそれらを生
み出す場の構造に注目したものであり、少年期のスポー
ツ環境における両者の関係性については言及されてい
ない。そこで本研究では、こうした「学校運動部育ち」
と「クラブ育ち」における比較研究のひとつとして、J
ユースクラブと高校サッカー部における指導者の意識、
及び選手の意識や態度について明らかにするとともに、
両者の比較検討を通して、少年期のスポーツ環境にお
ける学校運動部とクラブの関係性について考察するこ
とを目的とする。なお、両者の比較検討、及び関係性
の考察については、少年期のスポーツにおいて最も中
心的な課題の一つとして捉えられているスポーツのも
つ教育的機能に焦点化して行うこととする。
調査方法
　本研究では以下の 2 つの調査を実施した。調査Ⅰで
は、O 県内の指導者 4 名（J ユースクラブ指導者 A 氏、
高校サッカー部指導者 B 氏、C 氏、D 氏）を対象と
して、平成 24 年 5 月から 6 月初旬に直接面接法にて
インタビュー調査を実施した。インタビューにあたっ
ては、ナラティブインタビュー法と半構造化法を併用
し、2 段階のインタビュー調査を実施した。調査Ⅱで
は、九州における J ユースクラブ 4 チームと高校サッ
カー部 12 チーム（J ユースクラブが存在する各県の平
成 23 年度県大会上位ベスト 8 校、またはプリンスリー
グ九州所属校）を対象として、平成 24 年 6 月から 7
月にかけて質問紙調査を実施した。調査方法としては
各 J ユースクラブ、高校サッカー部監督に質問紙を郵
送し、配布、回収を行った。
調査内容
　調査Ⅰのインタビュー調査においては、第 1 段階の
調査として作為的（事前の聞き取り調査やフィールド
ワークから端的な個人的感情や興味、関心といった点
を考慮した）に 1 人の指導者を抽出し、本調査研究の
中心的課題の一つである「J ユースクラブ」と「学校
運動部」の関係について「高校生年代のサッカー環境
は部活動とクラブ（J ユースクラブ等）があります。
指導者はこのようなことについてどのように思われま
すか」との具体的な質問に対し、自由に回答を求めつ
つ適宜インタビュアーから問を施し、本質的な発言を
掘り起こしていく。その後当該インタビューデータに
基づいて発言内容のまとまりをつくった（概念抽出、
構造化）。その作業をもとに J ユースクラブと高校サッ
カー部をめぐる「問題」構造に関する仮説を設定し、
その仮説に基づいた質問項目 4 ～ 6 程度を設定した。
第 2 段階のインタビュー調査では 4 ～ 6 の質問項目に
関して一問一答形式で実施した（後半の方法論を半構
造化面接法）。つまり、ナラティブインタビューによっ
て一人の指導者から代表的な意見の抽出を行い、その
後、複数の指導者を対象として、半構造化面接法を実
施する手法を用いた。なお、調査におけるインタビュー
データの分析にあたっては、質的データの分析手続き
のひとつであるグラウンデッド・セオリー・アプロー
チ法を援用し、概念の抽出を試みた。
　調査Ⅱの質問項目については、1. 基本的属性（現在
における競技活動の場、学年、競技歴、活動頻度、競
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技実績等に関する項目）、2. 社会性の獲得に関する項
目（山本 2011：153-158）、3. スポーツに関する価値
意識に関する項目（上杉 1985：195-213）、4. 学習指
導要領に基づいた習得されるべき態度、能力、5. 高校
サッカー部、J ユースクラブへの興味、関心に関する
項目、以上 5 つの項目によって構成した。
結果と考察
1．指導者に対するインタビュー調査結果
1）A 氏（J ユースクラブ指導者）へのインタビュー
調査結果
　A 氏へのインタビュー調査からは 18 個のコードが
抽出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「戦
略的運営」、「交流に対する葛藤」、「学校生活への積極
的関与」の 4 つの概念が抽出された ( 表１)
2）B 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー
調査結果
　B 氏へのインタビュー調査からは 20 個のコードが抽
出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「競技
に対する価値観の低下」、「主体性の育成」、「学校規範
に対する不適応」「交流の希求」、「交流の希薄化」、「入
部に対する抵抗感」、「中体連の衰退」の 8 つの概念が
抽出された ( 表 2)。
3）C 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー
調査結果
　C 氏へのインタビュー調査からは 19 個のコードが
抽出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「環
境整備」、「人間性の育成」、「交流に対する葛藤」の 4
つの概念が抽出された ( 表 3)。
4）D 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー
調査結果
　D 氏へのインタビュー調査からは 11 個のコードが
抽出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「偏
見性」、「交流への葛藤」の 3 つの概念が抽出された ( 表
4)。
表 1　A 氏（J ユース指導者）へのインタビュー調査から
　　　生成された概念
表 2  B 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー調査
　　　から生成された概念
表 3　 C 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー調査
　　　から生成された概念
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5）選手の意識形成に関与する抽出概念
　ここでは、スポーツのもつ教育的機能といった観点
に基づいて、選手の意識形成に特に関与するであろう
「明確な価値意識の差異」、「人間性の育成」、「学校生活
への積極的参与」の 3 つの概念に注目し、それぞれの
インタビューデータの詳細についてみる。
　はじめに J ユースクラブと高校サッカー部選手の「明
確な価値意識の差異」についてみてみる。A 氏は J ユー
スクラブ選手について「やっぱり志というんですかね、
やっぱり目的がしっかりしているんで目指すものはか
なり違うんかな。クラブの方は一番はプロっていう、
やっぱ話をしてもそこを目指してやりに来たっていう
意志が強いと思います」と答えている。一方、C 氏は
高校サッカー部の選手について「好きだからサッカー
をやってる。だから結局部活をやっている。サッカー
選手としてサッカーの練習をやってなくて、好きな、
つまりちょっと趣味っぽく、ちょっとレクリエーショ
ンっぽく好きなサッカーを部活程度でやっている」と
述べている。また、D 氏は、「例えば、D 高校のサッカー
部の選手に坊主にして来いと言ったら、いやーそれす
るくらいなら（サッカー）辞めますって子はいるんで
すけど、J ユースの子は潔くしてきますね。どうせ髪
の毛なんかすぐ伸びてくるし、それだけどっちが大事
かサッカーは彼らにとって大事だから、そこは潔くや
れるというか。逆に高体連の、うちのサッカー部なん
かだったら、坊主にするくらいなら（辞める）ってい
うのがあるんじゃないかな。サッカーにかける思いが
違うかなって思います。逆にクラブチームの方が昔で
いう部活動の根性論的なものは伝わると思います」と
述べ、J ユースクラブ選手と高校サッカー部選手のサッ
カーに対する姿勢の違いを表現している。こうしたサッ
カーに対する姿勢の違いは「自己向上心」の違いから
も看取することができる。B 氏は「諦めるというか自
分はここまでという限界をつくっちゃうところがあり
ますよね。自分たちの力は大体ここまでだろうとか、
そのラインが低いというかですね、もっと目指すとこ
ろは上じゃないのかっていうところがちょっとですね」
と高校サッカー部選手の自己向上心の欠如について述
べている。一方、D 氏は「プロ選手と隣り合わせで練
習しているわけで、良くも悪くも影響を受けているか
ら、サッカーに対する向上心は強いと思う。プロにな
りたいとか、大学サッカーでもう一度やり直したいと
か」と J ユースクラブ選手の自己向上心の高さについ
て述べている。つまり、プロになるという明確な意思、
目標を持ち、常に自己向上心を持って努力する J ユー
スクラブ選手と、ある程度の目標を持ちつつ好きなサッ
カーを楽しむが、限界を感じており自己向上心が弱い
高校サッカー部選手といったサッカーに対する姿勢や
自己向上心から明確な価値意識の差異が看取されてい
る。
　次に高校サッカー部指導者にみられた「人間性の育
成」についてみてみると、B 氏は高校サッカー部の指
導について「やっぱり勝たなくてはいけないんですけ
ど、勝つ以前に、どこの監督さんも言うと思うんです
けど、人としてしっかりした人間になってもらわない
といけないんで、やっぱりその部分について常日頃か
らやっぱり言ってますけどね社会に出て通用する人間
にならなければいけないんだよっていうところは強く
言っているところですね」と述べている。C 氏も同様
に、「やっぱりスポーツを通じて正しい青年になってほ
しい。3 年間部活動、サッカーは絶対辞めないこと。3
年間仲間と良いことも悪いことも一緒にして、3 年間
そういう人間の付き合いをしてほしいというのが私の
一番言っていること」と述べ、学校運動部の指導にお
いて、社会に出て通用する人間性や正しい青年の育成
が重要であると強調している。また C 氏は「私は掃除
や整理整頓ができないと怒る。今の子は高級なスパイ
クを雨が降るのにそこにおいてるんよ。自分の道具を
ほったらかすということはいいプレーができない。自
分の体でしょスパイクっていうのは。昔はどうしてた
んですか、ボールだって磨いてたでしょ。ボール一個
なくなったらどうなった。家に帰れなかったでしょ。
今の子は平気で帰るから。まあ、いいやみたいな。次
の日新しいボールでてくるから。だから物を大事にす
ることと整理整頓すること」と述べ、さらに D 氏は、
「ボールの数を確認させることとか、準備のこととか挨
拶のこととかあとは授業中の態度とか、もちろん寝な
いこと、服装のことも学校で言われていること、学校
内での役割とか、そういったことが出来ていない生徒
表 4　 D 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー調査
から生成された概念
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に関してはもちろん試合にも出さないし、遠征とかに
も連れていかないしユニホームは着れないよって話は
します」と述べており、ここでも道具に対する考え方
や態度、服装といった直接的にサッカーの技術とは結
びつかないであろう事柄についても触れており、高校
サッカー部指導者はサッカーを通じて「人間性の育成」
をはかるという明確な意識がみられた。
　最後に、J ユースクラブ指導者にみられた「学校生
活への積極的関与」についてみてみると、A 氏は「自
分がユース（指導者）じゃない時、違和感を感じたん
ですけど、サッカーができればいいと、もちろんうち
（ユース）はプロの選手を輩出するところなんで、プロ
になればいいというところが強すぎました。学校生活
も今までは選手自体もサッカーさえしとけばっていう
のがありありだったので、そして僕の時になってから
学校の方に授業参観だとか学校の先生とかと連絡を密
にとりながら今やっているんです」と学校生活への積
極的関与に至った経緯を述べた。また、「今火曜日だけ
ですけど自宅生を含めて 1・2 時間勉強する時間をつ
くっているんです」と述べ、学習活動の必要性を伝え
ているという。こうした J ユースクラブ指導者の学校
生活への積極的な関与とともに、選手の人間性の育成
に関して「高校のような形で自分が出て（試合出場）
いない時に応援できる姿勢とかメンタルとか、一緒の
とこで教えていかないといけないし、自分さえよけれ
ばっていうのはどのスポーツでもよくない事やし、人
間的にも良くないってところ教えていかないといけな
い」と述べている。J ユースクラブは、当初トップチー
ム（プロ）の下部組織として、トップチームへの昇格
を目指した育成機能を担うべく期待されていた。しか
しながら、今日ではユースからトップチームへ昇格す
るケースは毎年 2 名程度、時には 0 名というケースも
珍しくない状況にある。こうした状況下において J ユー
スクラブの育成はトップへの昇格から大学等への進学
や就職を視野に入れた育成が主流となりつつある。つ
まり、J ユースクラブにおいても学業に対する姿勢、
人間育成といった従来学校運動部に求められてきた教
育的機能の必要性が求められ、指導者の「学校生活へ
の積極的関与」に至っていると考えられる。
6）指導者へのインタビュー調査からみる J ユースク
ラブと高校サッカー部の動向
　指導者へのインタビュー調査の結果から、グラウン
デッド・セオリー・アプローチを援用し、高校年代に
おけるクラブと部活動をめぐる J ユースクラブの動向、
及び高校サッカー部をめぐる動向に関する構造化を試
みた。J ユースクラブでは「明確な価値意識の差異」、「戦
略的運営」、「交流に対する葛藤」、「学校生活への参入」
の 4 つの概念を用いて構造図を作成した（図 1）。一方、
高校サッカー部では、抽出された 15 の概念について、
各指導者の共通する概念や J ユースクラブとの比較と
いった観点に基づいて整理し、最終的には「明確な価
値意識の差異」、「競技に対する価値観の低下」、「交流
に対する葛藤」、「人間性の育成」の 4 つの概念を用い
て構造図を作成した（図 2）。そして、構造化された J
ユースクラブと高校サッカー部の動向において、スポー
ツのもつ教育的機能といった観点に焦点を絞り、抽出
された概念の中から、選手の意識形成に関与するであ
ろう「明確な価値意識の差異」、「人間性の育成」、「学
校生活への積極的関与」の 3 つの概念に注目し、J ユー
スクラブと高校サッカー部の動向からその関係性につ
いてみると以下のような変化がみられた。
　高校サッカー部と J ユースクラブはお互いに明確な
価値意識の差異を感じつつも、高校サッカー部では、
学校運動部が本来的に持つ教育的機能としての人間性
の育成を重視した指導が行われていることが看取でき
た。一方、J ユースクラブは学校生活への積極的関与
を行うことで、選手育成における教育的機能へと目を
向け、プロ選手養成を主眼とした選手育成機能を保持
しつつも、教育的活動の一環を取り込み、変化させよ
うという指導、試みが行われていることが看取できた。
つまり、高校サッカー部はその特徴である教育活動の
一環として教育的機能を強調しつつある。一方で、J
ユースクラブは学校（教育）を射程に入れ、意識し始
めており、クラブにおける教育的機能の必要性を感じ、
変化しつつあるということが伺える。
2．選手への質問紙調査結果
（1）基本的属性と活動頻度、競技成績
　所属についてみると、J ユースクラブチームに所属
する選手は 90 名、高校サッカー部に所属する選手は
976 名である。次いで、学年についてみると J ユース
クラブチーム所属では、1 年生が 37.8％と最も多く、
次いで 2 年生 36.7％、3 年生 25.6％の順であった。高
校サッカー部所属でも 1 年生が 36.2％と最も多く、次
いで 2 年生 34.1％、3 年生 29.7％という結果であった。
また、サッカー歴についてみると J ユースクラブチー
ム選手は平均 9.68 年、高校サッカー部選手は平均 9.20
年という結果であった（表 5）。
　活動頻度についてみてみると、J ユースクラブは年
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間 300 日程度が 68.9％と最も高く、次いでほぼ毎日
が 16.7％、年間 250 日程度が 14.4％であった。一方、
高校サッカー部では、ほぼ毎日が 66.1％と最も高く、
次いで年間 300 日程度が 33.6％と答えており、ほぼ
100％が年間 300 日程度以上と答えている結果となっ
た（表 6）。
　競技成績についてみてみると、どちらも世界、全国
大会レベルが約 7 割、九州大会等のブロック大会レベ
ルが約 2 割で、9 割が九州大会等のブロック大会レベ
ル以上の成績であった（表 7）。
(2）J ユースクラブと高校サッカー部選手の社会性
の獲得について
　社会性の獲得に関連する項目（「意思表示」、「目標遂
行」、「対人関係」、「創意工夫」それぞれに関連する計
16 項目）について、「大変あてはまる」から「まった
くあてはまらない」の 5 段階尺度で回答してもらった。
表 5　所属と学年、サッカー歴（平均）
表 7　競技成績
表 6　活動頻度
図 1　高校年代におけるクラブと部活動をめぐる J ユースクラブの動向
図 2　高校年代におけるクラブと部活動をめぐる高校サッカー部の動向
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点数化（点数が高ければ高いほど社会性が獲得できて
いる）を行い、その平均値をみると、16 項目の総合得
点の平均では J ユースクラブ選手が 63.3、高校サッカー
部選手が 61.1 となり、J ユースクラブ選手の方が社会
性の獲得において高い値を示した（P ＜ .05）。社会性
に関連する因子別にみても「意思表示」、「目標遂行」、「対
人関係」、「創意工夫」の4つすべての因子においてJユー
スクラブ選手の平均値が高い傾向がみられ、「目標遂行」
において有意な差がみられた（P ＜ .001）（表 8）。
　次に、社会性の獲得についてより詳細に質問項目ご
とにみると、16 項目中 14 項目において J ユースクラ
ブ選手が高い値を示した。また、「物事を実行する目的
を明確にしている」（P ＜ .05）、「自分の目標が何を、
いつまでに、どれだけ達成するのかわかっている」（P
＜ .05）、「自分のやりたいこと（職業）を意識して、
進路設計している」（P ＜ .001）、「仲間と意見交換し、
協力して物事を行える」（P ＜ .05）、「他人の批判を受
け入れ、自分の改善に取り入れる」（P ＜ .05）、の 5
項目において有意な差が認められた（表 9）。
　J ユースクラブはプロクラブの下部組織として、プ
ロ選手の育成をその主たる目的としており、選手自身
もプロ選手になるといった明確な目標を設定した中で
競技生活を送っていることが考えられ、プロ選手にな
るといった将来の職業意識や明確な目標、目的意識を
持っていることが考えられる。
 (3）J ユースクラブ選手と高校サッカー部選手のスポー
ツに関する価値意識について
　スポーツの価値意識について上杉のモデルを援用し
てみてみると、J ユースクラブ選手、高校サッカー部
選手ともにアゴン型（遊戯―禁欲志向）が最も高く、
それぞれ 71.3％、71.1％を示しており、次いで世俗
内禁欲型（世俗―禁欲志向）が J ユースクラブ選手の
27.8％、高校サッカー部選手の 22.3％を示していた（表
10）。しかしながら、J ユースと学校運動部の間に有意
な差は見られなかった。
 
(4）J ユースクラブ選手と高校サッカー部選手の学習
指導要領において習得を目指す態度、能力について
　学習指導要領において習得を目指す態度、能力に関
連する項目「大変身に付いている」から「全く身に付
いていない」の 5 段階尺度で回答してもらい、点数化
（点数が高ければ高いほど態度や能力が身に付いてい
る）し、その平均値をみると 10 項目の総合得点の平
表 8　J ユースクラブ選手と高校サッカー部選手の
社会性獲得に関する因子別比較
表 9　 J ユースクラブ選手と高校サッカー部選手の
社会性獲得に関する因子項目別比較
表 10　 J ユースと高校運動部選手のスポーツに関する価値意識
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均では J ユースクラブ選手が 42.7、高校サッカー部選
手が 41.6 とやや J ユースクラブ選手の方が高い値を示
した。しかしながら、両者に有意な差はみられなかっ
た。質問項目別にみると 10 項目中 9 項目で J ユース
クラブ選手の平均値が高い値を示した。なかでも、「ス
ポーツの楽しさや喜びを味わうこと」（P ＜ .05）、「生
涯にわたってスポーツに関わりたいと思う気持ち」（P
＜ .001）、「体力の向上」（P ＜ .05）、の 3 つの項目に
おいて有意な差がみられた（表 11）。
プロ選手育成を目指す中で、競技性（勝負に徹する、
技術を高める）といった一義的なスポーツの価値に終
始しがちな J ユースクラブにおいて、競技性を追求し
つつも、スポーツの楽しさや喜びを感じ、生涯にわたっ
てスポーツに関わるというスポーツの多面的な価値の
習得がなされていることが示唆される。
(5）他カテゴリーに対する興味、関心について
　J ユースクラブと高校サッカー部の共存における今
後の関係性構築を探るため、両者の他カテゴリーへの
興味・関心についてみると、高校サッカー部選手の約
8 割が J ユースクラブについて興味・関心を抱いている。
また、「J ユースクラブに対しての憧れ度」についても
約 6 割があこがれていると答え、「J ユースクラブと練
習したいか」についても約 5 割がしたいと答えている。
一方、J ユースクラブ選手では、約 6 割の選手が高校サッ
カー部への興味、関心を抱いているものの、「高校サッ
カー部に対しての憧れ度」では約 4 割、「高校サッカー
部と練習したいか」では約 3 割に留まる結果となった
（表 12）。
 
　高校サッカー部の選手は J ユースクラブに対して興
味、関心を抱き、憧れや一緒に活動することに比較的
肯定的な傾向がみられる。一方、J ユースクラブ選手は、
高校サッカー部に対して興味、関心は抱いているもの
の憧れや、一緒に活動することに対しては高校サッカー
部選手ほど肯定的に捉えてはいないことが示唆された。
　
（6）選手の意識調査から見る J ユースクラブと高校
サッカー部の動向
　選手のスポーツへの関わり方とスポーツに対する考
え方についてみると、J ユースクラブ選手、高校サッ
カー部選手ともに、約 7 割の選手がスポーツへの関わ
り方は禁欲的であり、スポーツに対する考え方は遊戯
的であった。J ユースクラブ選手、高校サッカー部選
手ともにスポーツの価値意識については、アゴン型（遊
戯―禁欲志向）の傾向がみられ、それぞれの選手にお
けるスポーツの価値意識には両者に差はみられなかっ
た。
　J ユースクラブ、高校サッカー部選手ともに、ス
ポーツを手段的（人間形成、仲間づくり、健康増進
等）なものと捉えておらず、スポーツが持つ本質的な
価値としての遊戯的価値を認めるとともに、能力の向
上には厳しい練習を課すことを認めていることが明ら
かとなった。一方、高校サッカー部の選手の 27.8％
が、世俗内禁欲志向を示しており、J ユースクラブ選
手（22.3％）より高い値が示されたことから、高校サッ
カー部選手の方が、ややスポーツを手段的と捉えてい
る傾向であることが伺える。この傾向は、学習指導要
領において習得を目指す態度、能力において、J ユー
スクラブ選手の方が「スポーツの楽しさや喜びを味わ
うこと」で高い値を示している結果からも見て取るこ
とができる。つまり、J ユースクラブ選手においては
表 11　J ユースクラブと高校サッカー部選手の
学習指導要領別の得点比較と項目別比較
表 12　他カテゴリーへの関心度、憧れ度、合同練習の希望
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スポーツの本質的な価値としての遊戯的価値を認識し
ていることとなる一方で、高校サッカー部選手におい
ては、スポーツをなんらか（教育、健康、社会性の獲
得等）の手段とする意識が強い傾向があるということ
が考えられる。
　社会性の獲得、及び学習指導要領において習得を目
指す態度、能力に関する項目の多くにおいて、J ユー
スクラブ選手が高校サッカー部選手より高い傾向が看
取できることから、J ユースクラブがその指導育成に
おいて、本来の主たる目的とするプロ選手の育成、つ
まり競技性の追求のみならず、社会性の獲得や学習指
導要領において目指す態度や能力の獲得といった人格
形成、教育的な機能を意識しつつあることが伺える。
今回の選手への調査結果では、高校サッカー部におけ
る教育的な機能は J ユースクラブと比較して低い傾向
が看取された。特に近年の学校部活動の過度な勝利至
上主義問題（特待生問題や体罰問題等）とも関連し、
競技性を重視した学校運動部の姿が、クラブチームと
比較した中での教育的機能の低下といった結果と関係
していることが考えられる。つまり、強豪校と呼ばれ
る学校運動部（本調査では競技実績の高い高校サッカー
部を調査対象としている）における教育的機能は、競
技性を追求するクラブチームの教育的機能と比較して
も低く、学校運動部に期待される教育的機能といった
点では十分に機能していない可能性があることが考え
られる。
　他カテゴリーへの興味、関心では、J ユースクラブ、
高校サッカー部ともに他カテゴリーに興味、関心は持っ
ているものの、一緒に活動することに対しては、高校
サッカー部選手がやや肯定的に捉えている傾向が示唆
された。J ユースクラブは指導体制や施設環境といっ
た点で高校サッカー部より恵まれており、高校サッカー
部選手は一緒に活動することでこうした環境で活動で
きるメリットがあることから、一緒に活動することに
肯定的であることが考えられる。
まとめ
　J ユースクラブと高校サッカー部選手の意識形成に
ついて、指導者と選手へのインタビュー調査、質問紙
調査より両者の差異について明らかにし、その関係性
に注目してきた。今日、学校運動部は教育の一環とし
て社会からその教育的機能に大きな期待を求められ続
けると同時に、その期待に答えるべくスポーツによる
人間教育を実践し、社会に貢献し続けることで、社会
的な存在価値を認めさせてきた。学校運動部の指導者
は、こうした学校運動部の教育としての機能を常に意
識して指導しており、その指導観は揺るぎないもので
あることがインタビュー調査からも明らかであった。
一方、こうした学校運動部に対するコントラストのひ
とつである J ユースクラブは、プロ予備軍として競技
力育成のための育成システムに組み込まれ競技勝利志
向に基づいた指導が実践されてきた。そこでは、学業
等を含めた人間性の育成といった教育的機能を強く求
められることはなく、「わがまま（自己中心的）」、「チャ
ラチャラしている（派手志向）」、「態度が悪い」、「プロ
かぶれ」などといったような、いわゆる「クラブ育ち」
というひとつの固定観念を生み出すこととなった。そ
して、こうした「クラブ育ち」の特徴が浮き彫りにな
ることで、「学校運動部育ち」は相反する立場として、
「協調性があり」、「規律正しい」、「礼儀正しい」といっ
たイメージを色濃くしていったと考えられる。こうし
た特徴が「クラブ育ちの選手」と「学校運動部育ちの
選手」の根本的な違いとして認識されてきたのであ
る。しかしながら、今回の J ユースクラブ指導者への
インタビュー調査においては、「学校生活への積極的参
与」を肯定し、学業を含めた人間教育の重要性が意識
されている点が明らかになった。これは J ユースクラ
ブの指導においても学校運動部同様に学業や人間教育
といった教育的な部分が意識されはじめていることを
意味している。このことは、今までそれぞれの「らし
さ」を生成してきた構造に変化をもたらすこととなる。
そして、教育を強調してきた学校運動部と競技志向を
目指してきた J ユースクラブという両者の関係性にも
変化をもたらす可能性を示唆するものである。J ユー
スクラブと高校サッカー部選手への質問紙調査結果か
ら、社会性の獲得（「意思表示」、「目標遂行」、「対人関
係」、「創意工夫」）や学習指導要領で目指すべき態度や
能力といった、いわゆる「スポーツによる教育」に関
連する領域において、J ユースクラブ選手が高校サッ
カー部選手より獲得していると認識していることが明
らかとなった。これは指導者のインタビュー調査にお
いて、J ユースクラブ指導者が「学校生活への積極的
参与」を肯定し、学業を含めた人間教育の重要性を意
識し、指導育成においても学業や人間教育といった教
育的機能を意識していることとも相関する。
　学校運動部は歴史的に培われてきた教育の一環とし
ての役割機能に存在意義を求め続け、様々な課題を抱
えつつもその存在意義を強固に主張し続けてきた。ま
た、J ユースクラブをはじめとしたクラブ文化の台頭
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に際して、その競技力育成においてもクラブに地位を
脅かされつつある現状において、さらに教育的機能を
強調することでクラブとの差別化を志向している現状
が垣間見える。一方、J ユースクラブはその存在意義
に関して、プロ選手育成に伴う競技志向というひとつ
の役割機能から教育的指導に基づいた社会的人材の育
成という役割機能を追加するよう、自ら変化しつつあ
る。つまり、J ユースクラブをはじめとするクラブは
学校運動部が長く専有してきた「競技志向を担保とし
た教育的機能の保持」へと、学校運動部は「競技志向
の放棄と教育的機能の減退」へと変化しつつあること
は、クラブと学校運動部の反転現象が今まさに起きつ
つあると考えられる。
　筆者は、J ユースクラブと高校サッカー部選手の意
識形成を通じて、クラブチームと学校運動部の関係性
を含めた少年期スポーツ環境の社会学的な考察を試み
ようという最終的な意図がある。本研究では、J ユー
スクラブと高校サッカー部の中でも競技性の高い、競
技実績が比較的高いスポーツ集団を対象としているが、
クラブ、学校運動部ともにより広範なスポーツ集団を
対象とする必要があると考えられる。また、年代につ
いても、高校年代と中学校年代におけるクラブ、学校
運動部の位置づけが異なることが予想され、中学校年
代を対象とした比較検討も必要と考えられる。
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